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ピアノ初 心者学生 の 為の ピア ノ授業 の 試 み

一 集団講義とキー ボー
ド．ピア ノを用 い て  

　　　　　　　　練習カル テ導入

今泉明美

（横浜高等教育専門学校）

研 究 目的

昨年 「ピアノ初心者への 基礎的ピアノ学習方法の効果

的な把握の させ 方 の 指導法の 提示 1を研究 目的 として

「ピ アノ初心 者学生 の 為 の ピア ノ授業の 試み一集団 講義

とキーボード．ピア ノを用 い て 」を実践 した 。 そ の 結果 と

して生 じた課題より、今回は、  集団講義で の 分か りに

くか っ た 音楽学習内容 の 効果的指導方法  家庭 で の

練習時間等、家庭学習への より効果 的 指導法 、の 2つ

の 課題を中心 に、さらに昨年 の 初心 者授業の 指導方法

に 「練習 カ ル テ 」を導入 した、新しい 学習指導方法 の 学

習効果を考察することを研究の 目的とした 。

噬
1．入 学生の ピア ノ初心者数 の 実態調査（資料 1）

　 初 心者の 占め る割合は ここ数年 35％〜50 ％弱と、

　 多 い 傾向 にある。

2．履修内容

1）保育　児童 科保育課 程 1年 履修内容 （資料 1）

2）初等　児童科初等課程 1年履修内容 （資料 2）

3．実 践 指導 内 容

1） 開講期間

2） 受講者

3） 場所

4） 授業形 態

5） 具体的指導方法

｝（資 料 4）

　 i）基礎的 ピア ノ学習方 法

　　　（A ）バ イエ ル 曲中で の 音楽 理 論 の 理 解（楽譜 の

　　　　　理解）

　　　（B）楽譜 の 内容の 鍵盤 上 で の 理解

　　　（C ）基礎的、鍵盤楽器 の 奏法 の 理解

　　　（D）音楽 の 歌い 方

　　　（E ）練習方法の 習得

と考え、形態  で 予習曲 の 、（A ）〜（E）の 内容 の 解説と

演習 を、形 態   で 個人 練習の ア ドヴァ イス を、形態  で

練習カ ル テ を用 い た 宿題 曲の 指導、曲の 修 了確認を し

た。（A ）〜（E ）の 曲ごとの 指導内容と回 ご との 授業内容

は 、資料5 に 示 す。
ii＞練習 カル テ の 導入 （資料 6）

次 の 授業まで の家庭で の 練習 にお い て、学生自身が、

練 習 して い る曲番号と理解しにくか っ た 内容や練習時

間を、記入 することで、学生 自身 に 自分 の 学習状況や 、
理 解度を 自覚させ ると共 に、次の 授業 で の 形態  、 

で 、カル テ をチェ ックして、各学生 に あっ た、より的 確 な

個 人 指導を行っ た。

lWWSIIesaj
実践指導内で の 練習カル テ 利用 の 学習効果を、
L　到達進度 レ ベ ル の 結 果

2．前期定期試験の 評価 の 結果

3．家庭 で の 練習時問

4，履修後の 学 生 へ の ア ン ケート結果、
で 考察 した。

1．到 達レ ベ ル の 結果とそ の 考察（資料 8）

　保育・初等両課程 で 、カル テ を利用 した者 （提出者

　44％）は 、 すべ て 「ピア ノ基礎」修了 レベ ル を超えたレ

　ベ ル 6以 上 であ っ た 。
カ ル テ未提 出者（56％）では 、

　レ ベ ル 5 未 到 達者 が 8％、レ ベ ル 5 が 12％、レ ベ ル

　6以 上 が 80％で あっ た 。 この結果か ら、練習カル テ導

　入の 指導方法は、ある程度学習効果が あっ た と考え

　られる。

2，前期定期試験の 評価 の 結果

i鰾1。 ｝・資料 7）

4） 試 験結果（資料 8＞
　 試験評価 の 結果 と考察

　 保育・初等両課程で、カル テ を利用した者 （44％）

の 評価 は 、A75 ％、　B25 ％で あっ た。未提出者（56

％）で は、A76 ％、Bl2％、　C4 ％、　D8 ％で あ っ た。
この 結果か ら、練習カル テ 導入の 指導方法は、あ
る程度学習効果 が あっ た と考えられる。

3．家庭内の練習時間の 考察

　 保育・
初等 両 課 程で 、カル テ を利 用 した者（44％）

　 の 練習回数 につ い て は 、◎・
○（毎 日 20 分以上

　 練習 できた・短 い 時間だ が練習で きた）が 60％、
　 △ （1週 間 の 内4 日位 できた）35％、× （ほ とん ど しな

　 か っ た）5％で あっ た 。 この 結果か ら、家庭 で の 練習

　 時間に つ い て の練習カル テ導入の 指導方法は、
　 ある程 度学習効果 が あっ た と考え られ る。

4．履修後の学生 へ の 意識調査

　　　 1） ア ン ケート結果 （資料9）

　　　2） アン ケ
ー

ト結果 の 考察
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1 ．ス タートレ 飛ル は、90 °1・ が全く初め て、10％ がス

タ
ートレ ベ ル を先ん じて 自主学習をして い たことが わ か

っ た。

H ．最終 レ ベ ル で は、92％がレ ベ ル 6以上 に 進 み、レ ベ

　ル 1〜5が 5％ であっ た ことか ら、ある程度学習効果が

　あっ たと考えられる。

m ．初心者授業への 理解度は、「よく理解 できた」、「だ

　い た い 理解 できた」で 88％を占め、理解度の 良い 授

　業と言 え、ある程度学習効果 が あっ た と考えられる 。

W ．学習内容 に お い て理解しにくか っ たもの は、昨度同

様、楽譜 上 の リズ ム や 、今音 記 号 の 階音読 み など、多岐

に 渡 っ て い ることがわか っ た。

V ．N ．で の 理 解 しにくか っ た 内容 につ い て は、練習カ

ル テ の 利 用 に よる練習内容 の 工 夫や、レ ッ ス ン ごとの 指

導 を受 けるこ とで 理 解 できるようになっ たが、「非常に」2

4％ 、「まあ まあ」59 °

／。 を占め た。よっ て 理 解 しにくか っ た

内容 へ の 練習カル テを導入 した 指導法は 、ある程度学

習効果 が あっ たと考 えられる。

VL 授業形態 につ い て は 、「非常に 有意義だ っ た 」、「ま

あ まあ有意義だ っ た」で 95％を占め、学生に とっ て有意

義なもの で あっ た と考 えられ る。よっ て 、ある程度学習効

果 が あっ たと、考え られ る。

V皿．VI．の 答え に対する肯定 的 な 理 由 や 要 望が、具体

的 に わ か っ た。要望 に つ い て は、指導方法の 改善内容

として検討レた い。

皿 ．練習 カ ル テ を家庭学習で 、有効に用 い られたか に

つ い て、「非常 に」が 10％、「まあまあ 」が 44 ％を 占め た。

よっ て ある程度学 生 は、有効 に用 い るこ とが で きた と考

えられ る。よっ て 練習カル テ を導入 した指導の 学習効果

は、ある程度あ っ た と考え られ る。 しか し「あまり」、「全

然 」も41 ％を占めることか ら、そ の 原 因 をD（．で、考察し

て、指導方 法 の 改善も検討したい 。

】X ，珊 ．の カル テ を有効に 用 い られ た と考え られ る理 由と

しては 、学生 自身の 学習意欲を 高め るこ とがで きたと言

う内容や、指導 して欲 しい 内容を明確 に伝達 できた とい

う内容が あっ た 。 有効 に用 い られなか っ た と考 えられ る

理 由に つ い て は 、怠 慢 な練 習 態度を表す 内容 が多か っ

た。また 「あまり利用 しなか っ た」とい う内容も多かっ たが 、

カ ル テ の 必要性を感じな か っ たの か 、他 の 理 由が ある

の か は、ここか らは 読 み 取 ることがで きなか っ た。以 上 の

こ とか ら、カ ル テ を有効 に用 い られ た と考 え られ る学生

か らは 、具体的学習効果 の 内 容を知 るこ とが で きた。ま

た有効的 に 用 い られ なか っ た と考え られ る学生に 対して

は、その 原因を より深 く究 明 し、指導方法 の 改善を検討

したい。

X，1 日の 練習時 間 に っ い て は、1 日平均 11分以 一ヒが 5

　9％で、毎 日楽器 には触 っ て い るようだが、練習時間

　の 少な い 学生が 非常に 多い こ とが わ か っ た。同 様 の

　ことは、3．家庭内の 練習時間 の 考察か らも読 み 取れ

　る．練習カル テ の 効果 は、ある意味あっ たとも考え ら

　れ るが 、そ の 用 い 方を検討す る余地 が あると考 えられ

　る。

Xl．　X ．の 練習時間 に対 して の 意識 は、練習時間 が 20

分以下の 者 が 76％もい る中、「あ まりで きなか っ た 」、
「全くで きなか っ た」と考 える者が 、59％い るように、多
くの 者は 「練習時間が 少ない 」と自覚 して い ると言 える。
が 「まあまあ1と考 える者も34％もい た。よっ て 、家庭 で

’

の 練習時間の 意識改善 に 対して の 学習効果は、見直

され なけれ ばならない
。

XIL 練習を「あまりで きなかっ た」、「全くで きなか っ た」と

意識 した 者 の 理 出に、ア ル バ イトや学習意欲の なさ、楽

器不 所持等 の 多くの 間題 が あるこ とが わか っ た。

xm ，ピア ノ能力が 「非常 に 向上した」、「まあまあ向上 し

た」で 95％を占め 、ほ とん どの 者 が ピア ノ能力は 向上 し

た、と考えてい ることが わか っ た。よっ て ある程度学習効

果は、あっ たと考えられる。　　　　　　　　　
・

XJV．授業に対 する要望 は、ピ ア ノ 1 へ の 講義導入

授業の時間配分、使用楽器 、 授業の 手順などで あ

っ た。今後の 指導方法 の 改善点として考えてい きた い
。

結論と今後 の 課題

L 〈 結論 〉

実　指導の titt と考察か ら研究 目的 に明示 した   、 
の 課題ににつ い て 」昨年の 初心 者授業の 指導方法に、
「練習カル テ」を導入した新しい 学習指導方法の 効果は

ある程度 あっ たと考え られ る。が、家庭 で の 練習時間 等

の 家庭学習への より効果的学習 は 、見直され なけれ ば

ならない と考える。

2．＜ 今後 の 課題 ＞

1）「練習カル テ」を導入 した 学替指導方法は、家庭 での

練習時間等の 家庭学習への 学習効果の 点で 、そ の 具

体的適用方法 の 改善

2） 学習形態 の より良い 工 夫

3） より良 い ピ アノ授 業 をす る為の 、学生の 生活 面 など

多面 に 渡る指導

4） 「ピアノ基礎 」以降継続され る、「ピ アノ 1」の授業の

取組 み 方

以 上 4項 目を今後 の 課 題 として 、初心 者 の ピア ノ学習指

導 に 当りた い 。
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